
第二次世界大戦（太平洋戦争）が終結し75年の節目となる本年、パラオ
共和国ペリリュー島出身の研修生ケネリーさんとシェナさんが、水戸二連隊
ペリリュー島慰霊会事務局長の影山幸雄さんに、ペリリュー島の戦い※等に
ついて日本語でインタビューをしました。影山さんは、昭和20（1945）年 1月
生まれの75歳、パラオには遺骨収集等で50回以上訪れている県内有数のパラ
オに精通する方です。研修生 2人から影山さんに、激戦地となった当時の様
子やパラオに対する思いのほか、東京2020大会に向けたパラオ選手へのメッ
セージなどをお聞きしました。

パラオ共和国ペリリュー島出身研修生が
「水戸ニ連隊ペリリュー島慰霊会 事務局長：影山幸雄さん」にインタビュー！

シェナさん：事務局長として、慰霊会を支え続けてきたエ
ネルギーは何ですか？
影山さん：私自身が慰霊訪問を続け、戦没者に対する思い
が深まったことのほか、慰霊会の皆さんの協力や戦没者
遺族の皆さんの力が今までの支え、エネルギーとなって
います。
ケネリーさん：私たちは、学生時代にペリリュー島の戦い
のことを学びました。戦前から戦中までのパラオでの日
本の皆さんの行動をどう思いますか？
影山さん：日本人がパラオの人々のくらしを豊かにしたこ
とや戦争が始まる前に、ペリリュー島民を他島に疎開さ
せ、被害を少なくしたことなど、とても立派だったと思
います。
シェナさん：戦後生還された34人の方々と語り合い、印象
に残っている言葉はありますか？
影山さん：残酷な話がほとんどで、お話しすることは控え
ます。ただし、生きて帰ってきた方も戦死した方以上に、
苦労されました。
シェナさん：私たちは23歳で、戦争を知らない世代です。
私たちが未来に向けてできることは何だと思いますか？
影山さん：戦争は人間がつくりだすもの。絶対に戦争を起
こさないという気持ちと、日本人もパラオ人も皆が平和
を願うだけでなく、「平和をつくる」という思いを持っ
てほしいです。
ケネリーさん：今までのパラオのホストタウンである常陸
大宮市の取組みをどう思っていますか？
影山さん：パラオに手を差し伸べてくれた数少ない自治体
であり、とても感謝しています。

シェナさん：来年の東京2020大会に向けて、パラオの選手
にメッセージをお願いします。
影山さん：平和の祭典であるオリンピックに出場するパラ
オの選手の頑張りに期待しています。応援しますので、
頑張ってください。

インタビューを終え、シェナさんからは、「影山さんを
はじめ慰霊会の皆さんの行動が、私の母国パラオで戦死し
た方の心を癒し、そして、平和をもたらし、両国の調和を
保ったのだと感じました。また、過去の悲しい歴史から得
るものは大きいものであり、平和をつくり出すことの大切
さを学びました。今後、パラオに戻り、常陸大宮市とパラオが
今よりもさらに強い絆で結ばれるよう、様々な交流事業に
積極的に関わりたいと思いました。」との感想がありまし
た。
ケネリーさんは、「この機会をいただけたことが素直に
幸せなことだと感じました。私たち若い世代が過去の過ち
を繰り返さないために、まず重要なことは、戦争を経験し
た方などから経験談を聞くべきであると思いました。この
歴史的な出来事をきっかけとして、常陸大宮市がパラオの
ホストタウンとなったことを胸に刻み、来年の平和の祭典
である東京2020大会では、パラオ選手団と常陸大宮市のみ
なさんとの更なる友好関係が築けるよう、その懸け橋にな
りたいと思います。」

本市では、来年の東京2020大会に向けて、今後も、彼ら
と共に本市とパラオとの交流やオリンピアン・パラリンピ
アン交流事業等を推進していきます。

▲（右から）影山さんの話を聞くシェナさんとケネリーさん

※ペリリュー島の戦い
パラオ共和国ペリリュー島は、日本から真南に約3,200km

の島で、戦時中は飛行場が建設された戦略的要衝。昭和19年
9 月に上陸した米軍に対し日本軍は自然・人工窟等にこもり
持久戦で大打撃を与えたものの、 2 ヵ月後の11月に玉砕。日
本兵の戦死者数は約 1 万人で、うち75人が常陸大宮市出身
者。現在までに約7,900柱の遺骨が収集されたが、いまだに
約2,300柱が島内に眠っているとされる。

戦後70年の2015年 4 月には、天皇皇后両陛下（現在の上皇
上皇后両陛下）が、ペリリュー島を慰霊され、現在では、ご
訪問された 4 月 9 日がペリリュー州の祝日となっている。こ
のご訪問を後世に遺すため、水戸二連隊ペリリュー島慰霊会
が中心となり、2020年 3 月に記念碑を建立。
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▲天皇皇后両陛下ご訪問記念碑（影山氏提供）
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